
はじめに 
 

 

 

平成１７年２月１日，茨城県東茨城郡常北町，桂村，西茨城郡七会村が合併し，東茨城郡

城里町（しろさとまち）が誕生いたしました。 

常北町，桂村，七会村の３町村は「城北地方」と呼ばれ，古くから歴史的・地理的・経済

的に結びつきが強く，地域住民の日常生活においても，活発な交流が行われてきました。 

２１世紀を迎え，交通網や通信手段の発達などにより，日常生活圏が拡大する一方で，本

格的な少子・高齢化が進み，また，地方分権時代の到来や住民ニーズの高度化・多様化，さ

らには，国・地方の財政状況の悪化に対し，常北町，桂村，七会村でも，これらに対応でき

る行財政基盤の確立と行財政運営能力の向上が強く求められていました。 

このような中，平成１３年７月に開催された３町村に御前山村を加えた４町村による「北

部４町村長・助役・総務課長会議」を皮切りに，「城北４町村合併研究会」や「城北４町村

長・助役・正副議長会議」等で合併に向けた調査・研究を開始するとともに，各町村におい

ても合併研究会や住民アンケートを実施し，合併の機運醸成を図りました。 

そうした取り組みの結果，平成１５年３月に任意協議会である常北町・桂村・七会村合併

推進協議会の設置，同年６月には法定の常北町・桂村・七会村合併協議会が設置され，１５

回の協議を経て，このたびの「城里町」の誕生を迎えることができました。 

これも偏に住民の皆様をはじめ，協議会委員や各町村議員，さらには国・県関係者の皆様

のご理解，ご協力の賜物と心より感謝を申し上げる次第でございます。 

今ここに，こうした合併に至るまでの背景や経緯を合併協議の集大成としてまとめ，新町

が今後一層の飛躍するための指針として，合併の記録を発刊することといたしました。 

合併は，あくまでもスタートであってゴールではございません。この合併を機に，町民の

皆様と城里町行政がともに手を取り，一致団結してまちづくりにまい進するならば，新町の

将来像である「人と自然が響きあい ともに輝く住みよいまち」が実現できるものと確信を

しております。 

産声を上げたばかりの城里町に対し，旧３町村にもまして温かいご支援とご協力を賜りま

すよう，町民の皆様方をはじめ関係者の皆々様に心からお願い申し上げ，ごあいさつとさせ

ていただきます。 

 

城里町長 金長 義郎  



 

     

           第１回合併協議会（平成 15 年 7 月 9日） 

 

 

     

第２回新町名称候補選定小委員会（平成 15 年 12 月 1 日） 

 

 

 



合併に関する住民説明会 

 

  

（平成 16 年 4 月 11 日コミュニティセンター常北） 

 

           

（平成 16 年 4 月 11 日桂村中央公民館） 

 

                     

（平成16年 4月 13日七会村保健福祉センター） 

 

 

 



合併協定調印式 

（平成 15 年 5 月 18 日 コミュニティセンター常北） 

 

（町村長による署名） 

         

（合併協議会委員による立会人署名） 

                
（調印後，橋本県知事と固い握手） 

 



 

（合併協定書） 

          

        橋本県知事に合併を申請（平成 16 年 6 月 22 日 県庁知事室） 

                 
海野県議会議長に郡の区域を要望（平成 16年 7月 1日 県議会議長室） 

 



平成 17年 2月 1日「城里町」誕生 

 
城里町開庁式 

        
桂支所開所式 

                
七会支所開所式 


